
　

近
年
、
医
療
は
急
激
に
専
門

化
・
複
雑
化
し
て
き
て
お
り
、
医

師
だ
け
で
な
く
、
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
も
、
最
先
端
医
療
に
関
す
る

知
識
を
得
る
、
あ
る
い
は
理
解
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

本
院
は
、
院
内
業
務
や
医
療
デ
ー

タ
が
高
度
に
情
報
化
さ
れ
た
「
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
」

一
般
撮
影
室・Ｃ
Ｔ
装
置
を

を
目
指
し
て
お
り
、
さ
ら
に
Ａ
Ｉ

技
術
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
病
気

の
超
早
期
・
超
精
密
診
断
、
よ
り

患
者
さ
ん
個
人
に
適
し
た
治
療
の

選
択
な
ど
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
医
療

従
事
者
の
業
務
を
軽
減
し
て
時
間

的
余
裕
を
作
り
、
医
師
と
患
者
さ

ん
と
の
対
話
を
増
や
す
こ
と
も
目

標
の
ひ
と
つ
で
す
。
よ
り
充
実
し

た
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト

（
医
師
が
病
状
や
治
療
方
針
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し
患
者
の
同
意
を

得
る
こ
と
）の
実
施
、
業
務
の
効
率

化
に
よ
る
患
者
さ
ん
の
待
ち
時
間

の
短
縮
な
ど
、
患
者
さ
ん
と
医
療

従
事
者
双
方
に
役
立
つ
Ａ
Ｉ
医
療

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
全
国
に
先

駆
け
て
現
場
に
導
入
し
て
い
き
ま

す
。

　

一
部
の
診
療
科
で
実
証
実
験
を

開
始
し
て
い
る
の
が
、
音
声
に
よ

る
電
子
カ
ル
テ
の
入
力
で
す
。
自

動
音
声
入
力
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

医
師
は
患
者
さ
ん
と
ア
イ
コ
ン
タ

ク
ト（
視
線
を
合
わ
せ
る
こ
と
）を

取
り
な
が
ら
十
分
に
対
話
で
き
、

結
果
と
し
て
診
療
の
精
度
も
向
上

し
ま
す
。

　

平
成
30
年
12
月
に
放
射
線
部
一

般
撮
影
室
の
２
室（
小
児
撮
影
室
、

骨
撮
影
室
）お
よ
び
Ｃ
Ｔ
装
置
の
1

台
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
一
般
撮
影
室
の
撮
影
シ
ス

テ
ム
は
従
来
に
比
べ
優
れ
た
検
出

器
を
採
用
し
最
新
の
画
像
処
理
技

術
を
用
い
て
い
る
た
め
、
低
被
ば

く
で
あ
り
な
が
ら
高
画
質
な
画
像

が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
２

室

と

も

に

様
々
な
部
位
を
撮
影

す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
多
用
途
な
撮
影

が
で
き
る
装
置
が
増

え
た
た
め
、
以
前
よ

り
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
て
お
り
ま
し
た
待

ち
時
間
の
短
縮
が
図

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
長
尺
撮
影
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、

１
２
０
cm
の
範
囲
を

1
回
の
撮
影
で
写
す

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
脊

椎
撮
影
で
は
頭
か
ら
股
関
節
ま
で
、

下
肢
撮
影
で
は
股
関
節
か
ら
足
首

ま
で
を
1
回
で
撮
影
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
側
弯
症
や
Ｏ
脚
の
診
断

な
ど
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

検
出
器
を
斜
め
に
す
る
こ
と
で
、

腰
の
曲
が
っ
た
方
も
、
そ
の
ま
ま

の
自
然
な
体
勢
を
写
す
こ
と
が
可

第10回  阪大がんサロン
　　　　を開催しました

オンコロジーセンター

2019年 5月 21日（火）13時～ 15時
オンコロジーセンター棟 5階
キャンサーボードホール
当院で治療中のがん患者さん及びご家族
（男性も大歓迎です）
がん相談支援室　06-6879-5756
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　2月 12日、オンコロ
ジーセンターがん相談支
援室主催で、大阪大学大
学院人間科学研究科 准
教授 平井啓先生を講師
にお招きし、「主治医と
のコミュニケーション」
というテーマで第 10回
阪大がんサロンを開催しました。 
　患者と医師はなぜすれ違うのかを行動経済学の視点から解説
し、どうすれば主治医とコミュニケーションが円滑に図れるの
かを、具体的な事例を交えてお話しいただきました。
　参加者からは「悩んでいることのメカニズムが理解できた」
「是非サロンでも問題解決療法を体験したい」などのご意見を
いただきました。こうしたご意見を活かすことができる企画を
現在検討中です。がん相談支援室では定期的に様々なテーマの
がんサロンを開催しています。

日  時
場  所

対象者

申込先

能
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｔ
装
置
の
1
台
も
最
新
型
に

更
新
し
ま
し
た
。
新
し
い
Ｃ
Ｔ
装

置
の
特
長
は
、
こ
れ
ま
で
高
精
度

の
画
像
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
広
範

囲
1
回
転
撮
影（
通
称
ボ
リ
ュ
ー
ム

ス
キ
ャ
ン
）を
精
度
よ
く
行
え
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
画
像
の

精
度
が
要
求
さ
れ
る
脳
神
経
領
域
、

短
時
間
撮
影
が
求
め
ら
れ
る
心
臓

や
小
児
の
領
域
で
効
果
を
発
揮
し

ま
す
。
ま
た
、
高
精
度
の
画
像
と

組
織
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
識
別
に
効

果
的
な
デ
ュ
ア
ル
エ
ナ
ジ
ー
Ｃ
Ｔ

撮
影
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
臓

器
の
識
別
精
度
が
飛
躍
的
に
向
上

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
困
難
で

あ
っ
た
淡
い
血
流
の
変
化
や
脂
肪

組
織
の
識
別
に
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。

新しいＣＴ装置

小児撮影室

がん治療による外見変化にお悩みの方向け

「メーキャップ講習会」

　
本
院
は
平
成
30
年
10
月
よ
り
、
A
I（
人
工
知
能
）基
盤
拠
点
病
院

（
A
I
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
モ
デ
ル
病
院
）構
想
の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
研
究
・
開
発
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

内
閣
府
・
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム（
S
I
P
）

「
A
I
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
よ
る
高
度
診
断
・
治
療
シ
ス
テ
ム
」
の
一
環
で
、

病
院
全
体
を
A
I
化
す
る
こ
と
で
高
度
で
先
進
的
な
医
療
を
め
ざ
す
と

と
も
に
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
現
在
の
医
療
が
抱
え
る
問
題
を
抜

本
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
す
で
に
4
月
か
ら
、
A
I

を
活
用
し
た
診
療
記
録
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
実
装
実
験
が
一
部
の
診
療
科

で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
応
用
し
た

画
像
解
析
に
よ
り
、
腫
瘍
な
ど
の

超
早
期
・
超
高
精
度
診
断
も
目
指

し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
医
療
に
は
膨

大
な
臨
床
デ
ー
タ（
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
）の
蓄
積
と
解
析
が
必
要
で
す

が
、
本
院
は
大
阪
地
域
の
19
病
院

と
Ｏ
Ｃ
Ｒ
ネ
ッ
ト（
大
阪
臨
床
研
究

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）を
構
築
し
、
研
究

用
の
医
療
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
構
築
し
て
い
ま
す
。
有
用
な
医

療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
基
盤
と
し
た

Ａ
Ｉ
診
断
シ
ス
テ
ム
を
開
発
・
導

入
す
る
こ
と
で
、
人
間
の
眼
で
は

見
分
け
る
こ
と
が
難
し
い
レ
ベ
ル

の
変
化
も
検
知
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
基
盤
拠
点
病
院
構
想
を
推

進
す
る
た
め
、
平
成
31
年
４
月
か

ら
「
Ａ
Ｉ
医
療
セ
ン
タ
ー
」
も
発

足
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
を
医
療
現
場

に
導
入
す
る
た
め
に
必
要
な
医
療

デ
ー
タ
を
効
率
的
に
収
集
・
蓄

積
・
解
析
す
る
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
＆
通
信
環
境
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
院
は
Ａ
Ｉ
基
盤
の
モ
デ
ル
病

院
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
高

度
な
診
療
と
医
療
過
誤
の
防
止
、

十
分
な
患
者
さ
ん
と
の
対
話
を
両

立
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
Ａ
Ｉ

技
術
と
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
実
証

実
験
を
進
め
て
い
ま
す
。
医
療
の

世
界
が
大
き
な
変
化
を
遂
げ
よ
う

と
し
て
い
る
今
、
Ａ
Ｉ
医
療
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
医
療
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
に
も
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
技
術
を
駆
使
し
病
気
の

超
早
期
・
超
精
密
診
断
を

電
子
カ
ル
テ
へ
の
音
声
入
力

で
患
者
さ
ん
と
の
対
話
と
高

度
医
療
を
両
立

医
療
デ
ー
タ
を
収
集
・
解
析

す
る
Ａ
Ｉ
医
療
セ
ン
タ
ー
が

稼
働

 
「音声認識による
診療録記録効率化」

「音声認識による処置・
検査時診療支援」

「音声認識による
看護業務問診入力支援」

「音声認識による
インフォームドコンセント支援」

　「リキッドバイオプシー
技術実証」

「リキッドバイオプシー技術実証」
「内視鏡診療 AI 支援」

「内視鏡診療 AI 支援」

D-2　慶應大学
「医学部連携と協力の協定」

『適塾協議会』

A-1 「医療辞書の作成支援・
通信標準化

秘密分散 / 計算技術等」

サブテーマ Cサブテーマ B

サブテーマ A サブテーマ D

阪大病院
AI 医療センター

外来診療録 がん診療

病棟
看護業務

内視鏡
診療

インフォームド
コンセント

阪大
AI シーズ

AI医療・研究に活用するビッグデータを集積・解析、その成果を臨床実装する体制を構築

国立循環器病研究センター

「1万床の仮想病院」
「大阪府の新規がん患者の

３人に１人」

（順次拡大予定）
19病院

大阪臨床研究ネットワーク
（OCR-net）連携病院 
大阪臨床研究ネットワーク
（OCR-net）連携病院 

大阪大学医学部付属病院 AI 基盤拠点病院

大阪大学データビリティフロンティア機構

PHR
サーバ

AI 支援センター
統合的支援システム

AI データセンター AI 実装
診療

医療実装
ウェアラブル

デバイス

統合画像DB

統一
DWH

統合臨床
データベース

AI医療・研究に活用する
ビッグデータを集積・解析

集積

解析

管理 運営

AI医療シーズの
実証試験の支援
と臨床導入された
AI医療システムの
管理・運営

全診療科
病棟
外来

中央診療部門
手術部門
看護部門

PHR
サーバ

大阪大学サイバー
メディアセンター
深層学習用スパコン

オンライン
パイプライン化

探索的研究を終え、
５年後の臨床実装に向けて
検証的実証を行うシーズ

探索的研究を終え、
５年後の臨床実装に向けて
検証的実証を行うシーズ

阪大病院「ＡＩ基盤拠点病院」全体構想図

阪大病院「ＡＩ基盤拠点病院」体制図

 医師・看護師の負担を軽減し、

「より高度な患者さん本位の医療」を実現。

B-1

B-2 D-3

C-2

B-3 C-1

B-4

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
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　日頃から患者用駐車場が混
み合い、大変ご迷惑をおかけ
しております。
　本院の患者用駐車場は、駐
車台数に限りがあり、入庫す
るまでに時間がかかる場合が
ございます。
　つきましては、公共交通機
関にて来院可能な方は、大変
ご不便をおかけいたしますが、
混雑緩和のため公共交通機関
をご利用いただきますようお
願い申し上げます。

公共交通機関
ご利用のお願い



（回答数＝702）

入院患者さん
平均92.6%

（回答数＝3,089）

外来患者さん
平均88.2%

入 院 患 者 さ ん 外 来 患 者 さ ん
●調査対象の内訳 ●調査対象の内訳

外
国
人
患
者
受
入
れ
医
療
機
関
認
証
制
度

 　

 

（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｐ
） 更
新
が
認
証
さ
れ
ま
し
た

　

12
月
12
日
14
時
半
よ
り
、
勤
務

時
間
外
の
時
間
帯（
23
時
）
に
上
町

断
層
地
震（
最
大
震
度
７
）が
発
生

し
た
と
の
想
定
で
完
全
ブ
ラ
イ
ン

ド
方
式
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

大
阪
府
内
で
震
度
７
の
地
震
が

　

１
月
22
日
、
23
日
の
２
日
間
に

渡
り
、
外
国
人
患
者
受
入
れ
医
療

機
関
認
証
制
度（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｐ
）の
更

新
審
査
を
受
け
ま
し
た
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｐ
は
、
外
国
人
患
者
の
受
入
れ
に

資
す
る
体
制
を
第
三
者
的
に
評
価

す

る

制

度

で

あ

り
、
本

院

は

２
０
１
６
年
３
月
に
国
立
大
学
病

院
で
初
め
て
と
な
る
認
証
を
受
け

ま
し
た
。
認
証
の
期
間
は
３
年
間

で
あ
る
た
め
、
改
め
て
今
回
、
更

新
審
査
を
受
審
し
ま
し
た
。

　

多
言
語
に
よ
る
「
受
入
れ
対

応
」、
異
文
化
・
宗
教
に
配
慮
し
た

「
患
者
サ
ー
ビ
ス
」、
外
国
人
患
者

に
対
応
す
る
「
医
療
提
供
の
運

営
」、
外
国
人
患
者
の
受
入
れ
を
担

発
生
し
た
時
に
は
、
災
害
対
策
本

部
を
自
動
的
に
設
置
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
度
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
当
直
職
員
に

よ
り
、
セ
ン
タ
ー
内
看
護
師
詰
所

に
「
臨
時
災
害
対
策
本
部
」
を
開

設
し
て
、
院

内
の
人
的
・

物
的
被
害
情

報
を
病
棟
の

当
直
職
員
か

ら
収
集
す
る

と
と
も
に
、

防
災
セ
ン
タ

ー
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ

ー
か
ら
院
内

の
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
の
障
害

発
生
情
報
を

収
集
し
ま
し

た
。
さ
ら
に

自
宅
等
か
ら

自
主
参
集
し

て
く
る
職
員

の
受
け
入
れ
・
役
割
指
示
を
行
う

部
署
を
立
ち
上
げ
、
災
害
負
傷
者

を
受
け
入
れ
、
医
療
対
応
を
実
施

す
る
た
め
の
「
救
護
所
」
を
設
営

す
る
実
働
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

災
害
対
策
本
部
や
救
護
所
な
ど

の
設
営
は
、
看
護
宿
舎
等
か
ら
参

集
し
て
き
た
職
員
に
よ
り
地
震
発

生
か
ら
30
分
以
内
に
設
営
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
10
分
間
の
振

り
返
り
タ
イ
ム
で
設
営
に
携
わ
っ

た
参
集
職
員
か
ら
、
良
か
っ
た
点
、

悪
か
っ
た
点
、
ど
う
対
応
す
れ
ば

設
営
に
要
す
る
時
間
を
短
縮
で
き

る
か
等
意
見
集
約
を
行
い
、
15
時

10
分
か
ら
後
半
の
訓
練
に
入
り
ま

し
た
。

　

後
半
は
医
学
部
保
健
学
科
の
学

生
に
模
擬
患
者
と
し
て
協
力
い
た

だ
き
、
災
害
負
傷
者
の
ト
リ
ア
ー

ジ
、
救
護
所
で
の
医
療
対
応
訓
練

の
他
、
臨
時
災
害
対
策
本
部
か
ら

移
行
し
た
災
害
対
策
本
部
で
、
院

外
イ
ン
フ
ラ
障
害
の
間
接
的
影
響

や
院
内
イ
ン
フ
ラ
や
医
療
設
備
の

機
能
障
害
が
発
生
し
て
い
る
状
況

下
で
、
最
大
限
の
医
療
対
応
を
行

う
た
め
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
の

意
思
決
定
を
行
う
等
、
実
戦
さ
な

が
ら
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
得
ら
れ
た
教
訓

に
つ
い
て
は
、
業
務
継
続
計
画
の

見
直
し
に
反
映
さ
せ
、
災
害
拠
点

病
院
と
し
て
の
使
命
を
果
た
せ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

当
す
る
「
組
織
体
制
と
管
理
」、
外

国
人
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

「
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
」
の
５

項
目
に
つ
い
て
、
書
類
調
査
、
担

当
者
合
同
面
接
、
院
内
ラ
ウ
ン
ド

に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

院
内
ラ
ウ
ン
ド
で
は
実
際
に
外
来
、

病
棟
や
受
付
を
訪
問
し
、
外
国
人

患
者
へ
の
対
応
に
関
す
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
、
院
内
表
示
及
び
書
類
の

多
言
語
化
の
確
認
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

調
査
後
の
講
評
で
は
、
小
さ
な

課
題
は
い
く
つ
か
指
摘
さ
れ
た
も

の
の
、「
重
病
・
重
症
の
外
国
人
訪

日
患
者
の
受
け
入
れ
体
制
が
し
っ

か
り
と
整
え
ら
れ
て
い
る
」
と
高

評
価
を
受
け
、
３
月
１
日
付
で
認

証
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
、
本
年
６
月
に
Ｇ
20
、
９

月
に
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

来
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

さ
ら
に
２
０
２
５
年
に
は
大
阪
万

博
な
ど
の
開
催
を
控
え
、
外
国
人

が
日
本
、
特
に
大
阪
を
訪
れ
る
機

会
が
増
加
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
院
で
は
、
在
留
外
国
人
や
、
日

本
の
医
療
を
求
め
て
来
日
さ
れ
る

外
国
人
患
者
が
、
言
葉
や
文
化
の

障
壁
を
感
じ
ず
に
安
心
し
て
医
療

を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今

後
も
医
療
の
国
際
化
へ
の
対
応
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「満足度」調査平成30年度

英語併記に改められた看板。
引き続き院内表示の多言語化に取り組みます。

　外来患者さん、入院患者さんを対象とした満足度調査にご協力をいただき、
ありがとうございました。このたび平成30年度の調査結果がまとまりました
ので、ご報告いたします。

　これからも患者さんにとって心地よく、治療に専念できる
環境を整えていきたいと考えております。より多くの患者さ
んのご意見を伺いたいと思っておりますので、今後ともご協
力のほどよろしくお願いいたします。

ワ
ー
ス
ト
５

1位 トイレや浴室 74.4

2位 インターネット 78.1 

3位 エレベーターや廊下 79.2 

4位 苦情の受付場所 81.5 

5位 食事 83.1 

ワ
ー
ス
ト
５

1位 駐車場の広さや台数 51.3

2位 会計の待ち時間 52.7 

3位 診察までの待ち時間 58.3 

4位 会計待ちでの声掛け等の配慮 76.2 

5位 診察待ちでの声掛け等の配慮 78.9 

●外来患者さん 満足度ランキング●入院患者さん 満足度ランキング

外来：平成30年9月3日～7日の5日間
入院：平成30年10月2日～22日の21日間

外来患者さんの88.2％、入院患者さんの92.6％の方に、
「満足」「やや満足」のご回答をいただきました。満足度の
低い項目は、外来では「駐車場整備等」「会計や診察の待ち
時間」、入院では「トイレ・浴室設備」「インターネット環
境」「エレベーター待ち時間等」でした。

●調査期間

●調査結果

ベ
ス
ト
５

1位 リハビリ職員の態度や言葉遣い 99.2

2位 薬剤師の態度や言葉遣い 98.7 

3位 検査職員の態度や言葉遣い 98.5 

4位 医師の態度や言葉遣い 98.2

5位 職員の身だしなみ 98.1 

ベ
ス
ト
５

1位 診察室の清潔かつ整理整頓 97.3 

2位 医師のプライバシー配慮 96.8

3位 医師の態度や言葉遣い 96.4 

4位 技師の態度や言葉遣い 96.2 

5位 看護師の態度や言葉遣い 95.8 

満
足
満
足

結果発表！

年齢別内訳

80歳以上
8.6%

20～ 30代
9.3%

20歳未満
3.5%

無回答 5.1%

44.7%

28.8%

60～70代

40～50代

20代 3.1%
10代 2.4%

10歳未満 5.1%
無回答 1.4%

28.7%

20.1%

11.1%

14.7%

80歳以上 7.3%

6.1%

年齢別内訳

70代30代

40代

50代
60代

最大
震度7

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
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　病院教授の称号は、大阪大学医学部附属病院における診療・研究・教
育の充実のため、特に臨床面で優れた業績が認められる者に対して付
与しているものです。
　2019年度は下記の24名に「病院教授」の称号を付与することを決定し
ました。

番号 診療科等名 氏名 職名
1 循環器内科 彦惣 俊吾 准教授
2 免疫内科 楢﨑 雅司 講師
3 血液・腫瘍内科 柴山 浩彦 准教授
4 心臓血管外科 戸田 宏一 准教授
5 消化器外科（下部消化管、肝、胆） 江口 英利 准教授
6 消化器外科（上部消化管、膵） 山﨑　誠 准教授
7 乳腺・内分泌外科 金　昇晋 准教授
8 眼科 松下 賢治 講師
9 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 小川　真 准教授
10 整形外科 村瀬　剛 准教授
11 皮膚科 金田 眞理 講師
12 神経科・精神科 田中 稔久 准教授
13 小児科 三善 陽子 准教授
14 泌尿器科 今村 亮一 准教授
15 放射線診断・IVR科 大須賀 慶悟 准教授
16 臨床検査部 日髙　洋 准教授
17 手術部 南　正人 准教授
18 放射線部 田中　壽 准教授
19 集中治療部 内山 昭則 准教授
20 輸血部 冨山 佳昭 准教授
21 高度救命救急センター 小倉 裕司 准教授
22 臨床工学部 高階 雅紀 講師
23 化学療法部 水木 満佐央 准教授
24 未来医療開発部 名井　陽 准教授

「病院教授」の称号付与について
2019年度

優秀標語表彰式2019年度

３
月
12
日
、
病
院
長
室
に
お
い
て
、
木
村
病
院
長
か
ら
４
名
の
優
秀
標
語
作
成
者
に
表

彰
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

患
者
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員
会
で
は
、
職
員
の
一
人
ひ
と
り
が
患
者
さ
ん
の
立
場
に
配
慮

で
き
る
よ
う
努
め
る
と
の
主
旨
で
、
接
遇
・
マ
ナ
ー
向
上
に
関
す
る
標
語
を
掲
げ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
た
び
、
院
内
に
標
語
を
募
集
し
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員
会
で
検
討
の
結
果
、

次
の
と
お
り
優
秀
作
品
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が
渡
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

平成31年4月1日より設立された緩和医療センターのセ
ンター長を拝命しました。がん、心不全、小児がんの3つ
の部門で患者さんの精神的、肉体的な苦痛の緩和とQOLの
向上に向けて、医師、看護師、薬剤師、医療ソーシャルワ
ーカー等によるチームアプローチを行っています。今後の
医療のニーズの多様化に向けて従来より各部門において分
散して行われていた緩和ケアをセンター化することにより
充実を図りたいと思います。新たなセンターですので皆さ
まのご意見とご支援をよろしくお願いいたします。

（平成31年４月１日就任）

●緩和医療センター長

土
ど き

岐 祐
ゆ う い ち ろ う

一郎

平成31年3月より形成外科長を拝命いたしました。形成
外科では、多指症・合指症・唇裂口蓋裂などの先天性外表
異常、そして、瘢痕・顔面外傷・熱傷・下肢静脈瘤・皮膚
皮下良性腫瘍・皮膚悪性腫瘍・眼瞼下垂・皮膚潰瘍・顔面
神経麻痺などの後天性外表異常を対象疾患としています。
それら以外にも、診療各科から乳癌・頭頚部癌・食道癌切
除後の欠損や縦隔炎など実に様々な疾患の治療依頼を受け
て対応しています。今後は、形成外科独自の疾患だけでは
なく、診療各科との共同治療もますます充実させ、本院の
発展と社会への貢献に邁進したいと思います。

（平成31年3月１日就任）

●形成外科長

久
く ぼ

保 盾
た て き

貴

呼吸器外科では、肺がん、転移性肺腫瘍、重症筋無力症、
縦隔腫瘍など呼吸器疾患全般の外科診療を行っています。ま
た、当院は肺移植実施認定施設であり、移植医療にも大き
く携わってきました。さらに、患者さん本位の治療を行うた
めに、呼吸器外科、内科、放射線診断・治療科が密接に連
携した呼吸器センターで診療を行っており、ひとつの入院
病棟で呼吸器疾患の診断から治療まで迅速に移行できるこ
とが特徴です。呼吸器疾患の専門的な知識をもった看護師・
理学療法士を加えたチーム医療によって、安全で丁寧な診
療を心掛けたいと考えています。今後も、呼吸器疾患の診
療研究拠点として責務を果たせるよう尽力してまいります。

（平成31年４月１日就任）

●呼吸器外科長・呼吸器センター長

新
し ん た に

谷　康
やすし

このたび呼吸器内科長を拝命いたしました。肺癌や慢性
閉塞性肺疾患、呼吸器感染症は世界死因の上位にランクし、
呼吸器内科医の重要性は益々高まることが予想されます。
肺癌に対する分子標的剤や免疫療法などの個別化医療だけ
でなく、喘息や間質性肺炎に対する新規薬剤など治療は著
しく進歩しています。
当科では、最先端の治療を提供するとともに安全に配慮
した丁寧な診療を心がけたいと考えております。呼吸器セ
ンターにおける集学的治療や移植医療、地域連携にも、ス
タッフ一同で積極的に取り組みたいと思います。何卒よろ
しくお願いします

（平成31年４月１日就任）

●呼吸器内科長

武
た け だ

田 吉
よ し と

人

「痛み」は、患者さんの訴えに依存する症状です。他人が
安易に大丈夫、痛くないと判断してしまえば正しい診断や治
療を導くことはできません。本センターは、痛みに関する疾
患や病態の専門医の集団です。麻酔科、脳神経外科、整形
外科、神経内科･脳卒中科、神経科･精神科、薬剤部、リハ
ビリテーション部、看護部などが連携し、患者さんの訴え
に耳を傾け、その背景、原因を詳細に検討し、薬物、心理、
外科的手法を用いて多角的に治療したいと考えています。

（平成31年４月１日就任）

●疼痛医療センター長

貴
き し ま

島 晴
は る ひ こ

彦

このたび、皮膚科長を拝命致しました。皮膚科では、ア
トピー性皮膚炎や皮膚がんなど様々な領域で新規治療が急
速に進展し、従来のステロイド外用薬に依存した治療から
大きく変貌してきています。私自身は、強皮症や皮膚筋炎
などの膠原病をライフワークにしており、免疫内科をはじ
めとする各科の先生方のご指導を頂きながら、最先端の医
療を提供できるよう取り組んで参りたいと思います。また、
薬剤性皮膚障害などへの迅速な対処などを通じて病院の医
療の質の向上にも貢献して参ります。何卒よろしくお願い
申し上げます。

（平成31年４月１日就任）

●皮膚科長

藤
ふ じ も と

本　学
まなぶ

４
～
６
月
期

１
～
３
月
期

10
～
12
月
期

「
温
か
な
　
笑
顔
で
創
る
　
療
養
環
境
」

（
看
護
部
　
副
部
長
　
佃
　
順
子
）

「
挨
拶
と
　
手
洗
い
で
示
す
　
プ
ロ
意
識
」

（
小
児
科
　
助
教
　
谷
口
　
英
俊
）

「
そ
の
ひ
と
言
　
相
手
の
立
場
で
　
考
え
て
」

（
医
事
課
情
報
処
理
係
　
係
員
　
阪
本
　
陽
子
）

「
ひ
と
呼
吸
　
増
え
る
安
心
　
減
る
リ
ス
ク
」

（
医
事
課
情
報
処
理
係
　
係
員
　
山
口
　
恭
平
）

７
～
９
月
期

今
年
度
の
標
語
が
決
定  
接
遇
・
マ
ナ
ー
向
上
目
指
し
て

※上記の称号付与者の職名等は平成31年４月１日現在のものです。

新診療科長等ごあいさつ
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PHOTO TOPICS

　

体
の
外
か
ら
や
っ
て
く
る
病
原

体
を
や
っ
つ
け
、
二
度
目
に
は
速

や
か
に
対
処
し
、
内
か
ら
の
敵
で

あ
る
癌
に
対
し
て
も
守
っ
て
く
れ

る
頼
も
し
い
仕
組
み
が
私
た
ち
の

体
に
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
産
科
、
小
児

科（
新
生
児
グ
ル
ー
プ
）を
中
心
に
、

小
児
外
科
・
心
臓
血
管
外
科
・
脳

神
経
外
科
・
麻
酔
科
な
ど
幅
広
い

診
療
科
と
緊
密
に
連
携
し
、
母
体

と
子
ど
も（
胎
児
・
新
生
児
）の
ふ

た
つ
の
命
を
守
り
ま
す
。
母
子
と

も
に
経
過
が
良
い
場
合
は
、
必
要

の
な
い
医
学
的
介
入
は
せ
ず
、
母

体
や
胎
児
に
何
ら
か
の
問
題
が
あ

る
場
合
、
専
門
的
な
知
識
・
技
術

を
も
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
緊
密
な
チ

ー
ム
医
療
で
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

　

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
や
成

人
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
集
中
治
療
室
）の
体
制

も
整
っ
て
お
り
、
胎
児
異
常
や
、

母
体
の
合
併
症
、
母
体
救
急
な
ど

の
患
者
さ
ん
が
、
大
阪
府
下
や
京

免疫
内科「
免
疫
学
の
進
歩
を
臨
床
現
場
へ
届
け
る
」

ハイリスク妊娠に
チーム医療で対応
麻酔科医による無痛分娩も

総合周産期母子医療センター

　１月20日、ハービ
スOSAKAハービス
HALLにて「未来医療
フォーラム～大阪大
学医学部附属病院の
取り組み～」と題し
た市民フォーラムを
開催しました。

　４回目となる今回のフォーラムでは、最初に話題のが
んゲノム医療について前田大地医学系研究科先端ゲノム
医療学共同研究講座特任教授が、次にシステム化が進ん
だ医療環境などについて松村泰志医療情報部長が講演を
行いました。続いて、名井陽未来医療開発部未来医療セン
ター長が大学・企業間の連携や薬の開発について、最後
に、澤芳樹心臓血管外科長が、質の高い臨床研究・治験を
目指す取り組みについて講演を行いました。
　多くの方々にご来場いただき、本院の未来医療の取り
組みについて理解を深めていただくことができました。

　初期臨床研修開始日の4月1日、新研修医歓迎会「ミー
ト・ザ・プロフェッサー」を14階スカイレストランで開催
しました。この催しは研修医と教授との親睦を深めるこ
とを目的に毎年行っているものです。研修医が自己紹介
で今後の抱負を述べ、引き続いて交流の場となりました。
研修医が教授に研修内容やキャリアパス等を相談する、
研修医がお互いに交流を深める、など和やかな光景が見
られ、本院での臨床研修がスタートしました。

　４月１2日（金）、外来棟エントランスホールで、大阪大
学アカペラサークル「うたゆい」の皆さんによる「春のミニ
コンサート」を開催しました。

「未来医療フォーラム～大阪大学
医学部附属病院の取り組み～」を開催

4月12日

1月20日

4月１日

免
疫
で
す
。

  

免
疫
が
自
分
を
攻
撃
し
て
し
ま

う
自
己
免
疫
疾
患
や
、
発
熱
や
痛

み
を
伴
う
炎
症
が
続
く
慢
性
炎
症

性
疾
患
は
あ
ち
こ
ち
の
関
節
が
痛

く
な
る
特
徴
が
あ
る
た
め
「
リ
ウ

マ
チ
性
疾
患
」
と
も
呼
ば
れ
ま

す
。
関
節
リ
ウ
マ
チ
が
代
表
的

な
病
気
で
す
。
害
の
な
い
物
質

に
過
剰
に
反
応
す
る
ア
レ
ル
ギ

ー
疾
患
や
、
感
染
症
を
繰
り
返

す
免
疫
不
全
症
な
ど
、
免
疫
内

科
で
は
免
疫
の
仕
組
み
の
専
門

家
と
し
て
こ
れ
ら
の
病
気
を
診

療
し
て
い
ま
す
。
市
中
病
院
で

「
リ
ウ
マ
チ
科
」「
膠
原
病
科
」

「
ア
レ
ル
ギ
ー
科
」
な
ど
で
診
療

し
て
い
る
病
気
は
い
ず
れ
も
免

疫
の
異
常
に
よ
っ
て
生
じ
る
た

め
、
本
院
で
は
「
免
疫
内
科
」

と
い
う
名
称
で
診
療
し
て
い
ま

す
。

　

病
気
か
ら
体
を
守
っ
て
く
れ

て
い
る
免
疫
学
の
理
解
は
様
々

な
病
気
の
克
服
に
つ
な
が
り
ま

す
。
阪
大
は
伝
統
的
に
免
疫
学

の
研
究
が
さ
か
ん
な
大
学
で
、

多
く
の
世
界
的
な
免
疫
学
者
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
阪

大
の
免
疫
学
研
究
に
よ
っ
て
開

発
さ
れ
た
薬
で
、
炎
症
を
お
こ
す

物
質
の
Ｉ
Ｌ
‐
６
を
や
っ
つ
け
る
抗

Ｉ
Ｌ
‐
６
受
容
体
抗
体
は
、
こ
れ

ま
で
関
節
リ
ウ
マ
チ
や
若
年
性
特

発
性
関
節
炎
に
対
し
て
使
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
高
安
動
脈
炎
、
巨

細
胞
性
動
脈
炎
な
ど
に
も
効
く
こ

と
が
わ
か
り
、
辛
い
症
状
が
と
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
薬
は
免
疫
に
関
係
す
る
一
つ
の

物
質
だ
け
を
標
的
に
す
る
の
で
作

用
や
副
作
用
が
予
測
で
き
ま
す
。

阪
大
の
免
疫
学
か
ら
生
ま
れ
、
現

在
で
は
世
界
中
で
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
薬
な
の
で
す
。

　

炎
症
を
お
こ
す
他
の
物
質
や
、

ア
レ
ル
ギ
ー
細
胞
を
増
や
す
物
質

を
標
的
に
し
た
薬
も
普
及
し
て
き

ま
し
た
。
免
疫
に
関
係
し
て
い
る

ど
の
物
質
を
止
め
れ
ば
ど
の
病
気

が
よ
く
な
る
の
か
次
々
と
明
ら
か

に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
熊

ノ
郷
淳
科
長
の
下
、
免
疫
内
科
で

は
免
疫
学
の
進
歩
か
ら
開
発
さ
れ

た
薬
を
患
者
さ
ま
に
副
作
用
が
生

じ
な
い
よ
う
上
手
に
届
け
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
阪
大
の
最
先
端
の

手
法
で
免
疫
の
病
気
を
研
究
し
、

未
来
の
新
薬
に
繋
が
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

阪
神
地
域
か
ら
多
数
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
最
重
症
合
併
症
妊
産
婦

受
入
医
療
機
関
の
ひ
と
つ
で
、
大

阪
府
北
部
に
お
け
る
第
三
次
産
科

救
急
病
院
の
使
命
も
担
っ
て
お
り
、

24
時
間
対
応
の
母
体
搬
送
シ
ス
テ

ム（
Ｏ
Ｇ
Ｃ
Ｓ
）に
よ
り
、
ハ
イ
リ

ス
ク
妊
娠
・
出
産
の
患
者
さ
ん
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
胎
児
診
断
治
療
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
重
篤
な
胎

児
異
常
に
対
す
る
早
期
診
断
・
最

先
端
治
療
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

不
整
脈
・
胸
水
・
貧
血
な
ど
を
胎

児
期
に
治
療
す
る
こ
と
で
妊
娠
を

継
続
で
き
、
誕
生
後
の
新
生
児
の

負
担
も
軽
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
採
血
に
よ
り
胎
児
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
断
片
を
分
析
す
る
母
体
血
胎

児
染
色
体
検
査（
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
）、
羊

水
に
よ
る
染
色
体
検
査
な
ど
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
異
常
が
見
つ
か

っ
た
場
合
、
臨
床
遺
伝
専
門
医
や

臨
床
心
理
士
、
認
定
遺
伝
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
な
ど
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
、
治
療
や
予
後
に
つ

い
て
考
え
、
最
善
の
体
制
を
整
え

て
い
き
ま
す
。

　

陣
痛
の
痛
み
を
伴
わ
な
い
無
痛

分
娩
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
麻
酔
科
医
を
中
心
と
し
た

産
科
麻
酔
チ
ー
ム
が
24
時
間
体
制

で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
・
設
備
面
で
は
、
平
成
24

年
に
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室

（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）の
拡
張
と
新
生
児
治

療
回
復
室（
Ｇ
Ｃ
Ｕ
）の
整
備
を
行

い
、
Ｇ
Ｃ
Ｕ
の
６
床
で
は
、
よ
り

重
症
な
新
生
児
・
乳
幼
児
の
管
理

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
治
療
を
受
け
て
い
る

新
生
児
を
、
お
母
さ
ん
や
ご
家
族

が
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
備
え
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で
見
守
る
こ
と
が

で
き
る
体
制
も
今
年
度
中
に
実
現

す
る
予
定
で
す
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
や
Ｇ
Ｃ
Ｕ
で
治
療
を

受
け
て
い
る
新
生
児
と
ご
家
族
と

の
面
会
時
間
に
つ
い
て
も
、
感
染

対
策
を
強
化
し
た
う
え
で
拡
大
し
、

ご
家
族
で
と
も
に
過
ご
し
て
い
た

だ
け
る
時
間
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
年
間
約

６
０
０
件
の
出
産
が
あ
り
、
妊
婦

さ
ん
や
ご
家
族
の
背
景
や
思
い
に

配
慮
し
た
治
療
や
サ
ポ
ー
ト
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
先
進
的
な
医
療

が
必
要
な
妊
婦
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

合
併
症
な
ど
が
な
い
ロ
ー
リ
ス
ク

妊
婦
さ
ん
の
分
娩
も
積
極
的
に
受

け
入
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

母
体
と
子
ど
も
、

ふ
た
つ
の
命
を
守
る

胎
児
期
の
早
期
診
断・

先
進
治
療
が
可
能

妊
婦
さ
ん
や
ご
家
族
の

背
景
や
思
い
に
配
慮

鮭ごはん
  鮟鱇の唐揚げ
小松菜のお浸し

（みぞれ別添え）
  柚子胡椒のスープ

デザート

グリーンカレー
キャベツのサラダ

トマトと卵のスープ
デザート

大薗惠一センター長

ミート・ザ・プロフェッサーを開催

春のミニコンサート

栄養マネジメント部長おすすめ御膳事務部長おすすめ御膳
メニューメニュー
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ホ ス ピ タ ル
ミニ・ニュース

　患者さんの笑顔を求めて、平成26年11月から
始めた『おすすめ御膳』。
　阪大病院ニュースに掲載することで、以前よりも
多くの方に知っていただけるようになりました。

おすすめ
御膳

　昨年11月の『延原事務部長おすすめ御膳』では、初めて鮟鱇（あんこう）を使用しました。
外はさっくり、中はふっくらと軟らかい食感が楽しめる鮟鱇の唐揚げです。また、主食が粥
の患者さんにも、揚げ物より消化しやすくて美味しい鮟鱇の料理を食べていただきたいと
試行錯誤を重ねました。新メニューとして、魚介の旨味を活かした洋風鍋の『鮟鱇のブイヤ
ベース』ができました。
　そして、今年3月には『栄養マネジメント部長おすすめスマイル御膳』をご提供しました。
これまで下村部長おすすめ御膳では様々なカレーをご提供し、好評をいただいています。
今回は、ほうれん草の『グリーンカレー』。病院食では珍しいスパイシーな味に仕上げまし
た。粥のメニューは『ビーフシチュー』で、デミグラスソースで肉をじっくりと煮込みました。
新メニューのグリーンカレーとビーフシチューは、長期入院の患者さんにも喜んでいただ
けたようです。
　どちらのおすすめ御膳も患者さん方から「まさか、病院で食べられると思っていなかった。
美味しい」とご感想をいただきました。これからも病院の食事を喜んでいただけるように、日々
努力してまいります。

タン
シチュー

ブイ
ヤベース


